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研究の目的背景

短絡器の回路動作（通常状態）

システム構成

火災時の太陽電池の低電圧化回路の開発
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特徴
① 遠隔操作によるモジュール出力の低電圧化（短絡状態）
② 遠隔操作によりモジュールを通常（短絡状態解除）に戻
すことが可能

③ 遠隔操作は電力線を用いるので制御線が不要
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.短絡器の回路動作（短絡状態）
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パルス発生器で発生した
パルス（ツェナー電圧以
上）はツェナーダイオード
に達する。

ツェナーダイオードを通過
した電流はサイリスタの
ゲートに流れる。

サイリスタのゲートに電流が流
れるとアノードからカソードに電
流が流れ（点弧）太陽電池モ
ジュールは短絡状態になる。

制御回路

サイリスタの保持電流により
太陽電池モジュールは短絡
状態を保持される。

短絡スイッチをオンにする
ことでサイリスタがターンオ
フされる。（モジュールも短
絡されるのでサイリスタに
電流は流れない）

短絡スイッチをオフにし通常
状態に戻る。
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ＳＷ１とＳＷ３をオン、ＳＷ
２をオフにすることで太陽
電池モジュールからＣ１と
Ｃ２に充電

ＳＷ１とＳＷ３をオフ、ＳＷ２を
オンにすることでＣ１とＣ２が
直列接続（倍電圧）になり太
陽電池モジュールに放電

ＳＷ１、ＳＷ２とＳＷ３をオ
ンにすることで短絡にする
ことができる

.まとめ

特許

• 太陽光発電の火災発生時の消防隊員の感電危険
• 消火時：屋内配線への接触、接続箱/PCSへの放水
• 残火処理：太陽電池アレイへのアクセスと接触

• ラピッドシャットダウン専用、モジュールレベルの安価かつシンプルな回
路構成を目的として開発

• 短絡器制御回路のパルス発生器で太陽電池モジュールを短絡制御：
パルスを電力線に乗せ各モジュールのサイリスタを短絡状態にする。

• 短絡器制御回路の短絡スイッチで短絡状態を解除：ストリング（アレイ）
を短絡しサイリスタを開放状態（通常システム）にする。

• 特許6061260：太陽光発電システムの感電防止回路

• 火災時の太陽電池無電圧化回路の開発を実施。
• プロトタイプを作製し、動作確認を行った。

• 実用化に向けて、設計仕様の検討を行う。


